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暑熱および温暖暴露時の子供の温熱反応における年齢差

○都築和代（生命工学工業技研）

目的 子 供の体温調節反応のうち発汗に関しては、思春期を境に成人型へ移行すると言 わ

れている。思春期前の子供が成長一発育途上にあることを考えると、同一環境条件に暴露し

ても、年齢によって体温調節反応が変化している可能性がある。

方法 ２室の隣合う人工気候室を使い、温熱中性室(28・C50%RH) で安静30 分後に暑熱室

(35・C 70%RH) または温暖室(31・C 50%RH) に入室し30 分間の安静をとった。測定項目は直

腸温、皮膚温、全身発汗量などである。被験者は ６ヶ月から8 歳までの34 名であり、両暴露

条件に参加した。分析は、年齢別にOKI 歳未満)､C2(1 歳)、C3(2～3 歳)､C4(4 ～6 歳)､C5(8

歳)とグループ分けし、被験者間要因(グループ)と被験者内要因(条件)について ＡＮＯＶＡを

行い、下位検定にはＴｕkeyの ＷＳＤを行い、p<0.05を有意差があるとして考察した。

結果 直腸温の上昇度と全身発汗量にはグループと条件の主効果および交互作用が有意

であった。直腸温上昇度は温暖よりも暑熱で有意に大きく、下位検定の結果、温暖では有意

差はないが、暑熱ではC1 がC2 ～C5 に比べて有意に上昇度が大きかった。全身発汗量は

温暖よりも暑熱で有意に大き<、下位検定の結果、暑熱では有意差はないが､ 温暖ではC1

がC3 ～C5 に比べ、C2 がC5 に比べ、有意に大きかった。暑熱での発汗量は全グループで

最大発汗に近いと考えられるが、C1 の直腸温上昇は有意であり、体温調節されていない状

態にあると考えられる。
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（＊奈良 女大 ・院、＊＊奈良 女大、+＊＊武庫 川女 大 ）

＜目的＞室内の快適気温範囲はASHRAE などによりこれまで様々提案されている。しか

し、同一の作業・着衣条件で、快適気温範囲にあるにも関わらず、快適と感じる人ばかり

でなく、不 快と感じる人もいる。そこで、本研究では、好まれる気温に自由に調節する選

択気温実験と日常の温熱的生活習贋などについてのアンケートを同時に行い、好まれる気

温の個人 差と温熱的生活習慣の関わりについて検討した。

＜方法＞選択気温実験は奈良女子大学人工気候室を用い、不感気流、祖 啖昆度50 ％一定と

して行った。気温は被験者自身でちょうど良いと感じる様に自由に調節した。測定は皮膚

温などの生理的反応と温冷感・快適感などの尼司1的反応を測定について行った。また、実

験前に日常の温熱的生活習慣などについてのアンケートに記入させた。

＜結果＞被験者自身が自由に調節した気温には個人によりﾌ～8 °Cの差が認められ、差が大

きかった。また、好まれる気温が低い被験者は、アンケートにおいて「冷房利用時間が長

い」「冷房が好き」「暖房が嫌い」「寒さに強い」と申告する傾向が見られた。逆に、好

まれる気温力1高い被験者は、「冷房利用時間が短い」「暖房利用時間が長い」「暖房が好

き」「暖房が嫌い」「暑さに強い」と申告する傾向が見られ、好まれる気温と温熱的生活

習慣の関係が示唆された。
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